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第二次上田市総合計画の概要

　総合計画は、まちづくりを総合的かつ計画的に行うための最
上位計画であり、具体的事業の策定や予算編成の羅針盤となる
ビジョン・施策を掲げています。総合計画に掲げる10年後の上
田市の将来都市像の実現に向け、市民、地域、行政の協働による、
まちづくりに取り組んでいきます。

■	重点プロジェクトの設定	 …………………………

　社会経済情勢などを踏まえ、特に重点的かつ横断的に取り組
む３つの『重点プロジェクト』を設定し、『地方創生』に向けた市
の総合戦略との整合を図りながら、総合的・効果的に施策を推
進します。

■	達成度の管理	 ………………………………………

　総合計画に掲げた施策の実施状況及びその成果を検証するた
め、新たに各分野の施策ごとに指標・目標値を設定し、達成度
を管理していきます。中でも、最重要課題である人口減少対策
の計画全体の成果をはかる最上位の指標として総人口を位置付
け、平成37年における市の将来目標人口を14万6,000人以上
に設定しました。	

　第二次上田市総合計画は、「まちづくりビジョン」「まちづくり
計画」「実施計画」で構成しています。
　それぞれの計画期間は以下のとおりです。

総合計画によるまちづくり

総合計画の推進にあたって

構成・計画期間

まちづくり
ビジョン

まちづくり
計画

実施計画

28構　成 29 30 31 32 33 34 35 36 37

まちづくり計画5年間
（前期：平成28 ～平成32年度）

まちづくり計画5年間
（後期：平成33 ～平成37年度）

実施計画３年間

実施計画３年間

実施計画３年間

まちづくりビジョン　10年間
（平成28年度～平成37年度）

以降、毎年度
見直し・策定

将来都市像…市が目指す理想の将来都市像
基 本 理 念…将来都市像の実現に向けたまちづくりの
	 基本的な考え方
施 策 大 綱…将来都市像の実現に向けて推進する施策の
	 方向性と基本目標

まちづくりビジョンで掲げた将来都市像の実現に向
け、施策大綱の6つの基本目標に沿った具体的な施策で、
「編」—「章」—「節」の組み立てで体系的にまとめています。

まちづくり計画の施策に沿って立案する3ヵ年の具体的
な事業計画で、毎年度見直しながら策定します。

平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年

（人）

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

国立社会保障・人口問題研究所推計
政策誘導による目標人口H37目標人口 146,000人以上

市民協働推進
プロジェクト 

人口減少対策
プロジェクト 

健幸づくり
プロジェクト 

市民活動団体、事業者、行政等が
役割分担のもと協働し、まちの魅
力と総合力を高めます

働く場の創出、子育て支援など、
人口減少に歯止めをかける施策を
推進し、活力あるまちづくりを進
めます。

市民一人ひとりが幸福を感じ、心
身ともに健康に暮らすことができ
るまちを目指します。



  

地域の特性と発展の方向性
　「
地
域
の
特
性
と
発
展
の
方
向
性
」
は
、
自
然
や
文
化
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
将
来
の
発
展
に
向
け
て
地
域
が
取
り
組

む
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
各
地
域
協
議
会
で
の
検
討
を

経
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
地
域
の
特
性
を
理
解
し
、
地
域
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
の
姿
の
共
有
が
図
れ
る
よ
う
総
合
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
、

地
域
内
分
権
推
進
の
取
組
に
お
い
て
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●コミュニティ活動拠点の整備と住民主体のまち
づくりの推進
●歴史的遺産等の積極的な活用による地域の振興
●地域が誇れる自然環境の保全、整備と有効活用
●地域防犯力を生かし、安全安心で快適なまちづ
くり
●多様な地域の資源を活用し、将来を担う子ども
たちを地域ぐるみで育てるまちづくり
●世代間交流が活発に行われ、コミュニティの確
立を目指すまちづくり
●地域が一体となり高齢者や障がい者を支え、誰
もが安心して暮らせるまちづくり
●地域の特色を活かした産業の振興

●まちづくり活動拠点の活用と住民が主
体となった地域づくりの推進
●「上田	道と川の駅」を活用した地域振興
の推進
●人や自然にやさしい交通機能の整備
●高齢者や障がい者を支える地域包括ケ
アシステム構築と保健福祉環境の整備
●地域で子どもを育てるまちづくり
●自然との共生を目指す里山の再生と農
地の保全
●歴史的・地域的資源の保全と活用

●地域自治センターを拠点とした
地域づくりの推進　
●住む人にやさしく災害に強いま
ちづくりの推進
●農業を主体とした産業の振興
●地域ぐるみでの子育て支援の推
進
●交流･体験を中心に据えた地域興
しの展開

●地域特性を生かした観光振興
●史跡・文化財の保全と次世代への継承に
向けた取組の推進
●緑農ゾーンの整備促進
●大学・研究施設等との連携促進
●計画的な土地利用の推進
●健康で文化的な生活の実現に向けた活動
の推進
●安心・安全で快適な生活環境の整備促進

●まちづくり活動拠点施設の整備と住民自
治の推進
●安心で快適に暮らせる地域づくりの推進
●地域をつなぐ道路交通環境の整備
●活力ある農林業の推進と商工業の振興
●多彩な地域資源を活かした観光の振興
●地域に根ざした医療・保健・福祉・介護
の充実
●地域の特性を生かした教育の推進とス
ポーツの振興

●参加と協働による住民自治の推進
●自然環境の保全と人々が共生できる地域
づくり
●軽快な交通ネットワークの整備
●連携による次世代産業の創出と創業・雇
用の促進
●地域資源を生かした新たな観光や産業の
創出
●健幸都市の実現
●生涯学習拠点の有効活用

●新市の核となる都市機能の充実と中心
市街地の活性化
●歴史遺産との融合・調和を図るまちづ
くり
●すべての人々にとって安全・安心なま
ちづくり
●自然環境の保全と共生によるまちづく
り
●保健・福祉・医療活動の拠点整備と人
的資源の活用
●地域コミュニティを中心とした協働に
よる地域を誇れるまちづくり
●産学官連携支援施設や伝統工芸など地
域の特性を生かした産業の振興

●地域の交通ネットワークの整備促進
●地域の公共交通と、将来に向けた地域
循環バス等新たな地域内交通の充実
●地域に根ざした医療・福祉の充実と地
域内ボランティア活動の充実
●神川河川流域の保全整備
●地域の子どもは地域で育てる活動の推進
●地域の農業振興と地域内の財産・資源
の活用
●市民の森・わしば山荘の利用促進

●全員参加の地域づくりの推進
●魅力ある農業の成長産業化への推進
●地域資源を生かした観光振興
●地域の活性化に向けた交通ネットワークの
整備
●安心して暮らせる地域づくり
●地域に根ざした生涯学習と生涯スポーツの
促進

上田西部地域

上田城南地域

川西地域

塩田地域 武石地域 丸子地域

上田中央地域

神科・豊殿地域

真田地域



 

将来都市像に
込める思い

住んでよし　訪れてよし　子どもすくすく幸せ実感　うえだ
将
来
都
市
像

基
本
理
念

施
策
大
綱

ひと笑顔あふれ　輝く未来につながる健
けん

幸
こう

都市

市民が明るく健康で暮らせるまちは笑顔があふれます。
誰もが暮らしやすい笑顔あふれるまちづくりを目指します。
市民の力強い活動と若者が集まるまちづくりによって、
未来に向けて、まちの活力、魅力、輝きを高めます。
市民一人ひとりがライフスタイルにあった幸福を感じ、いきいきと健康に暮らせる、
人と人がつながるまちづくりによって、上田市の将来にわたる持続的な発展を目指します。

市民力
市民一人ひとりが上田市のために何ができるかを考え、
参加するまちづくりを進めます。

地域力
福祉、環境、子育て、教育、防災などの分野において、
実践的な仕組みによる支え合いのまちづくりを進めます。

行政力
職員の意識改革と横断的連携を図り、不断の行財政改革を行い、
市民とともに歩む行政経営を進めます。

市民力、地域力、行政力、それぞれが役割を果たし、
協働のもと、まちの魅力と総合力を高めます

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
幸
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
口
減
少
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
民
協
働
推
進

ま
ち
づ
く
り
計
画

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

現
状
・

課
題

市民が主役の
まちづくり

誰もがいきいき働き
産業が育つまちづくり 

ともに支え合い健やかに
暮らせるまちづくり 

生涯を通じて学び豊かな
心を育むまちづくり

文化を育み、交流と連携で
風格漂う魅力あるまちづくり 

安全・安心な快適環境の
まちづくり 

自治・協働・行政産業・経済健康・福祉教　育文化・交流・連携 自然・生活環境

自
治
の
推
進
に
よ
る

活
力
あ
る
自
立
し
た

地
域
社
会
の
実
現

次
代
へ
つ
な
ぐ

農
林
水
産
業
の
振
興

自
分
ら
し
い
豊
か
な

人
生
を
送
る

健
康
づ
く
り

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

多
彩
な
文
化
芸
術
の

継
承
と
創
造

豊
か
な
環
境
を
未
来
に

つ
な
ぐ

す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
商
工
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

支
え
助
け
合
う

地
域
社
会
を
つ
く
る

新
し
い
時
代
を
拓
く

生
涯
学
習
環
境
の
整
備

交
流
・
連
携
、

移
住
・
定
住
促
進

に
よ
る
活
力
あ
る

都
市
づ
く
り

良
好
、
快
適
な

生
活
環
境
の
形
成 

地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し

い
行
財
政
経
営

魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り

▼
地
域
内
分
権
に
よ
る
地
域
の
自
治
の
推
進

▼
参
加
と
協
働
に
よ
る
自
治
の
推
進

▼
農
林
業
の
安
定
的
な
生
産
体
制
の
整
備
と
産
地
化
の
推
進	

▼
地
産
地
消
の
推
進
と
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
活
性
化

▼
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

▼
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

▼
健
幸
都
市
を
目
指
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
推
進

▼
教
育
環
境
の
整
備
と
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
推
進

▼
育
成
を
基
本
理
念
と
し
た
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
と
文
化
創
造

▼
文
化
遺
産
の
継
承
と
活
用

▼
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
推
進	

▼
資
源
循
環
型
社
会
形
成
の
推
進

▼
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

▼
外
国
籍
市
民
の
自
立
と
社
会
参
加
に
よ
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

▼
女
性
と
男
性
が
互
い
に
尊
重
し
あ
い
、
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で

き
る
社
会
の
実
現

▼
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

▼
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
と
雇
用
創
出

▼
賑
わ
い
と
活
力
あ
る
商
業
の
振
興

▼
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
工
業（
も
の
づ
く
り
産
業
）の
振
興

▼
起
業
・
創
業
支
援
と
中
小
企
業
者
の
経
営
力
強
化

▼
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実

▼
社
会
保
障
制
度
の
適
正
な
運
用
に
よ
る
福
祉
の
増
進

▼
住
民
自
ら
で
支
え
る
地
域
福
祉
力
の
充
実
・
強
化

▼
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
障
が
い
者
支
援
の
充
実

▼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

▼
生
涯
学
習
の
推
進
と
学
習
環
境
の
整
備

▼
交
流
・
連
携
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化	

▼
上
田
の
魅
力
発
信
、
選
ば
れ
る
都
市
づ
く
り

▼
地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
対
応
能
力
の
強
化

▼
犯
罪
や
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
と
消
費
者
被
害
防
止
の
推
進

▼
安
定
し
た
経
営
に
よ
る
上
水
道
・
下
水
道
事
業
の
継
続

▼
緑
豊
か
な
魅
力
あ
る
都
市
環
境
の
創
出

▼
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

▼「
乗
っ
て
残
す
」「
乗
っ
て
活
か
す
」を
基
本
と
し
た
公
共
交
通
の
活
性
化

▼
賑
わ
い
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
道
路
網
の
整
備
・
促
進

▼
市
民
と
行
政
と
の
情
報
共
有
の
推
進

▼
行
財
政
改
革
の
推
進
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

▼
お
も
て
な
し
で
迎
え
る
観
光
の
振
興

第１編第３編第４編第５編第６編 第２編

行政力

しみんのチカラ

ちいきのチカラぎょうせいのチカラ

市民力

地域力

編

章

節

キャッチフレーズ

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
各
分
野
の
施
策
を
横
断
的
に
連
携
実
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●人口減少	●少子高齢化	●生産年齢人口の減少	●地域コミュニティの希薄化
●社会保障費の増大	●地域経済の停滞	●地方創生の推進

●豊かな自然	●首都圏から近い交通利便性	●歴史的文化遺産の存在	
●大学等、高等教育機関の集積	●ものづくり産業の集積

●市民と行政との協働	●雇用の創出・起業創業促進	●農業経営の安定	
●公共交通機関の維持	●地域医療の充実	●健全な財政運営

社会的背景上田市の強み上田市の課題




